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◆令和２年度事業報告・決算�������� Ｐ.２
◆令和３年度事業計画・予算������ Ｐ.３～４
◆手話奉仕員養成講座（入門編）案内���� Ｐ.５
◆（上）まごころ
　（中）障害者生活支援センターから
　　　　８月行事予定のお知らせ
　（下）８月心配ごと相談のご案内����� Ｐ.６

◆◇社協だより第33号もくじ◇◆

　この度、12年以上の長きに渡り江田島市社会福祉協議会の理
事を務めてくださいました、大川博正様が退任されるということ
で、その功績を称え表彰させていただきました。
　大川様は、平成15年12月に江能四町社協合併協議会事務局に
勤務され、江田島市社協の合併に尽力してくださったことから始
まり、その後は、えがおえたじま応援センターの運営委員長を務
めながら、サロン活動やボランティア活動等、地域福祉活動にも
積極的に協力してくださり、多岐に渡って江田島市社協の活動を
支えてくださいました。
　大川様の、今後益々のご活躍をお祈り申し上げます。

令和３年度 江田島市社協功労者表彰式
 を行いました
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２
０
２
０
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
政
府
が
４
月

16
日
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
を
全
国
に
拡
大
発

令
し
た
こ
と
を
受
け
、
本
会
に
お
い
て
も
、

通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
多
く
の
事
業

を
年
度
当
初
は
中
止
、
縮
小
す
る
こ
と
と
な

り
、
当
初
の
事
業
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
法
人
経
営

面
に
お
い
て
は
、
収
入
の
減
少
に
対
応
す
る

た
め
、
積
立
金
の
取
崩
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
広
島
県
で
は
５
月
14
日
に
、
全

国
で
は
５
月
25
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
た
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
蔓
延

化
に
お
い
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
要
支
援

者
等
の
生
活
を
支
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
緊
急
包
括
支
援
交
付
金
等
を
活
用
し
適

（
※
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
今
回
の
理
事
会
及
び
評
議
員
会
は
、
江
田

島
市
社
協
定
款
第
15
条
に
基
づ
き
、
「
議
会
の
省
略
」
に
よ
り
書
面
に
よ
る
同
意
を
求

め
、
決
議
い
た
し
ま
し
た
。

切
な
感
染
防
止
対
策
を
行
っ
た
上
で
、
各

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
と
共
に
、
事
業

継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
整
備
・
感
染
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
・
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
研

修
・
会
議
へ
の
参
加
や
設
備
整
備
等
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

に
向
け
て
、
地
域
住
民
・
行
政
及
び
関
係
機

関
等
と
連
携
し
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
事

業
を
展
開
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
と
決
算
が

２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
と
決
算
が

　

６
月
３
日
の
理
事
会
（
※
）
、

　

６
月
３
日
の
理
事
会
（
※
）
、

　
　

６
月

　
　

６
月
1818
日
の
評
議
員
会
（
※
）
で

日
の
評
議
員
会
（
※
）
で

��

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
報
告
の
概
要

一般会計資金収支計算書 単位：千円

科　　　　目 予算額 決算額 科　　　　目 予算額 決算額

収
入
の
部

会費収入 2,348 1,713

支
出
の
部

人件費支出 353,339 352,034寄付金収入 800 1,002
経常経費補助金収入 51,581 48,402 事業費支出 48,349 48,111受託金収入 36,262 35,591
貸付事業収入 1,000 1,026 事務費支出 49,420 46,501事業収入 23,651 22,720
介護保険収入 276,582 275,014 就労支援事業支出 9,880 6,984
　居宅介護支援事業 61,889 61,052 貸付事業支出 1,000 700
　訪問介護事業 40,270 40,138 助成金支出 4,474 4,451
　通所介護事業 118,489 116,930 負担金支出 50 47
　福祉用具貸与事業 55,934 56,894 その他の支出 59 58

　 　 事業活動支出計 466,571 458,886
就労支援事業収入 9,880 7,782 固定資産取得支出 6,168 6,165
障害者福祉サービス等事業収入 56,647 55,956 ファイナンス・リース債務の返済支出 872 871
受取利息配当金収入 133 20 施設整備等支出計 7,040 7,036
その他の収入 1,840 1,778 基金積立資産支出 12 1
　事業活動収入計 460,724 451,004 積立資産支出 7 1
施設整備等補助金収入 0 3,624 事業区分繰入金支出 10,608 10,608
　　施設整備等収入計 0 3,624 拠点区分・サービス区分

繰入金支出 7,208 7,205　　積立資産取崩収入 9,600 9,600
事業区分間繰入金収入 10,608 10,608
拠点区分・サービス区分間繰入金収入 7,193 7,205 その他の活動による支出 2,770 2,721
その他の活動による収入 2,438 2,438 その他の活動支出計 20,605 20,536
　　その他の活動収入計 29,839 29,851 予備費支出 347 0
　　　当期収入計 490,563 484,479 　当期支出計 494,563 486,458
前期末支払資金残高 162,005 162,005 当期末支払資金残高 158,005 160,026

合　　　　計 652,568 646,484 合　　　　計 652,568 646,484
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２
０
２
１
年
度
事
業
計
画
と
予
算
が

２
０
２
１
年
度
事
業
計
画
と
予
算
が

　

３
月

　

３
月
1212
日
の
理
事
会
で
同
意
、

日
の
理
事
会
で
同
意
、

　
　

３
月

　
　

３
月
2929
日
の
評
議
員
会
で

日
の
評
議
員
会
で

��

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

基
本
方
針

　

我
が
国
で
は
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少

の
急
速
な
進
行
に
加
え
、
度
重
な
る
甚
大

災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
子
ど

も
・
子
育
て
家
庭
な
ど
の
孤
立
、
減
収
や

失
業
に
よ
る
生
活
困
窮
状
態
な
ど
の
新
た

な
課
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
の
中
、
本
会
で
は
、
高
齢

者
・
障
害
者
・
子
ど
も
な
ど
全
て
の
人
々

が
地
域
で
暮
ら
し
、
生
き
が
い
を
共
に
創

り
、
高
め
あ
う
こ
と
が
で
き
る
「
地
域
共

生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
国
が
推
進
す

る
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
沿
い
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
配
慮

し
た
地
域
福
祉
事
業
・
在
宅
福
祉
事
業
を

展
開
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
地
域
福
祉
事
業
で
は
、
外
出
や

人
と
の
接
触
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

身
体
的
に
も
社
会
的
に
も
フ
レ
イ
ル
に
陥

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
地
域
で
福
祉
活

動
・
市
民
活
動
に
関
わ
る
皆
様
と
一
緒
に

感
染
予
防
の
徹
底
を
考
え
な
が
ら
、
集
い

の
場
や
、
訪
問
活
動
に
よ
る
見
守
り
・
居

場
所
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
相
談
機
関
で
は
制
度
・
分

野
ご
と
の
縦
割
り
を
超
え
、
地
域
住
民
の

複
合
・
複
雑
化
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

包
括
的
な
相
談
体
制
を
強
化
し
、
行
政
・

関
係
団
体
と
協
働
し
、
断
ら
な
い
相
談
支

援
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
種
介
護
保
険
事
業
・
障
害

者
支
援
事
業
に
お
い
て
も
、
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
経
営
面
に
お
い
て
厳
し
い
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
三
密
の
回
避
や
こ

ま
め
な
消
毒
等
、
感
染
予
防
を
徹
底
し
な

が
ら
、
令
和
３
年
度
報
酬
改
定
に
対
応
し

た
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
経
営
改
善
を
図
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

実
現
に
向
け
て
行
政
と
の
連
携
を
強
化
し
、

住
民
参
加
・
協
働
に
よ
る
地
域
の
福
祉

ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
事
業
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

　

以
上
を
基
本
方
針
と
し
て
、
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
一
層
の
地
域
福
祉
の
増
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

事
業
計
画
の
概
要

一般会計予算の事業内訳 単位：千円
会計区分 予算額

社会福祉事業 542,853
法人運営事業拠点 102,975
法人運営事業サービス 80,129
施設管理事業サービス 540
退職金積立事業 22,306

地域福祉事業拠点 47,239
権利擁護センター事業サービス 25,068
ボランティアセンター事業サービス 1,366
地域福祉活動推進事業サービス 8,056
安心生活創造推進事業サービス 2,256
生活支援体制整備事業サービス 1,223
共同募金配分金事業サービス 4,130
無料職業紹介事業サービス 5,140

在宅福祉事業拠点 392,639
障がい者生活支援センター事業サービス 20,201
自立支援センター事業サービス 96,767
介護保険通所介護事業サービス 189,354
障がい者日中一時支援事業サービス 1,238
介護保険訪問介護事業サービス 54,418
障がい者居宅介護事業サービス 8,661
生活困窮者自立支援事業サービス 15,000
資金貸付事業サービス 6,500
生活福祉資金貸付事務サービス 500

公益事業 142,659
居宅介護支援事業サービス 84,650
福祉用具貸与事業サービス 58,009

合　　　　　　計 685,512

一般会計予算の内訳
一般会計収入の部

6億8,551万2,000円

前期末支払資金残高
158,005千円

その他の活動による収入
13,927千円

積立資産
取崩収入
12,643千円

会費・寄付金収入
3,148千円

経常経費補助金収入
43,855千円

受託金収入
35,868千円

事業収入
7,341千円

負担金収入
17,455千円

介護保険収入
299,627千円

障害福祉サービス等
事業収入
58,184千円

拠点区分間・
サービス区分間
繰入金収入
16,763千円

受取利息配当金
・その他の収入
7,196千円 就労支援事業収入

10,000千円

貸付事業収入
1,500千円

一般会計支出の部

6億8,551万2,000円

当期末支払資金残高
158,005千円

予備費
359千円

その他の活動による支出
1,706千円

人件費支出
369,129千円

事業費支出
52,962千円

事務費支出
53,273千円

就労支援事業支出
10,000千円

貸付事業等支出
1,500千円

助成金支出
4,781千円

負担金・
その他の支出
445千円

基金積立資産・
積立資産支出
34千円

拠点区分間・
サービス区分間繰入金支出
29,406千円

固定資産取得
支出
3,040千円

ファイナンス
・リース債務
の返済支出
872千円
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具
体
的
な
事
業

１　
「
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
す
る
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

　

○　

安
心
生
活
創
造
推
進
事
業

　
　
　

【
江
田
島
市
買
物
支
援
事
業
「
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
え
た
じ
マ
ー
ト
」
】

　
　
　

【
え
た
じ
ま
見
守
り
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
】

　

○　

え
が
お
え
た
じ
ま
応
援
セ
ン
タ
ー

　

○　

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

　

○　

し
お
か
ぜ
ネ
ッ
ト

　

○　

被
災
者
生
活
サ
ー
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ネ
ッ
ト
事
業　

　

○　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ブ
ラ
ン
チ
事
業
（
市
委
託
事
業
）

　

○　

無
料
職
業
紹
介
事
業

２　
社
協
の
特
性
を
生
か
し
た
利
用
者
本
位
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

○　

高
齢
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
　

・
居
宅
介
護
支
援
事
業

　
　
　

・
訪
問
介
護
事
業

　
　
　

・
通
所
介
護
事
業

　
　
　

・
福
祉
用
具
貸
与
事
業
・
特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業

　
　

障
が
い
者
支
援
事
業

　
　
　

・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
お
ぞ
ら
」

　
　
　
　

（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
・
就
労
移
行
支
援
【
あ
お
ぞ
ら
】

　
　
　

・
生
活
介
護
【
ゆ
う
ゆ
う
】
）

　
　
　

・
障
が
い
者
居
宅
介
護
事
業

　

○　

江
田
島
市
老
人
施
設
等
連
絡
会
の
事
務
局
と
し
て
の
機
能
強
化

３　
福
祉
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
総
合
的
な
支
援
体
制
の
充
実

　

○　

心
配
ご
と
相
談
事
業

　

○　

障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
（
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
の
作
成
含
む
）

　

○　

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
事
業
（
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
え
た
じ
ま
）

　

○　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
「
か
け
は
し
」

　

○　

法
人
に
よ
る
成
年
後
見
の
受
任

　

○　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
総
合
相
談
事
業

　
　
　

（
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
え
た
じ
ま
）

４　
法
令
を
遵
守
し
効
率
の
よ
い
自
立
し
た
経
営
を
目
指
す

　

○　

事
務
局
体
制
・
各
事
業
の
効
率
的
な
運
営
を
推
進

　

○　

人
材
育
成
に
よ
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
実
現

　

○　

「
働
き
方
改
革
」
に
沿
っ
て
、
労
働
関
係
を
整
備
し
職
員
の
健
康
確
保
に
繋
げ
る

　

○　

地
域
福
祉
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
先
駆
的
な
取
り
組
み
へ
の
た
ゆ
み
な
い
努
力

　

○　

広
報
誌
等
に
よ
り
社
協
事
業
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
住
民

に
広
く
情
報
開
示
を
行
う

　

○　

災
害
や
感
染
症
等
、
緊
急
時
を
対
象
と
し
た
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
整
備
・

維
持
・
更
新
を
行
う

５　
社
協
事
業
を
広
く
周
知
し
住
民
の
賛
同
を
得
る
活
動
の
推
進

　

○　

貸
付
事
業
の
実
施

　

○　

共
同
募
金
活
動

　

○　

福
祉
人
材
の
育
成

　

○　

日
本
赤
十
字
社
広
島
支
部
（
江
田
島
市
地
区
）
団
体
事
務

　

○　

そ
の
他
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
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